
平成２２年度 府立今宮高等学校 学校評価報告書 
 

１ めざす学校像  ２ 本年度の教育目標 
☆「今宮高等学校総合学科」の理念 

Ⅰ 「どのような生徒を育てていくか」について 

自ら学び創造する喜びを持ち、本当の自分を見つけ、２１世紀を主体的に生きていく 

自己を実現する。 

Ⅱ 「そのような生徒を育てるために学校はどうあるべきか」について 

１．生徒がしっかり考え、自分の考えを積極的に表現する授業を創造する 

２．情報を提供する 

３．様々な生徒活動を奨励する 

 １  家庭学習の定着など自学自習の態度を一層図ることにより、自主的・主体的に学ぶ力を育成し、更なる学力の 

向上を図る。 

  ２ 生徒相互の取り組みを尊重し、考える力・伝える力・まとめる力を育成する。 

  ３ 将来の目標を設定し、自己実現の意欲を更に伸張させ、有意義に社会生活を送ることのできる力を育成する。 

  ４  生命と人権を尊重し、他者を思いやる心を育成し、安全で安心な教育環境を形成する。 

  ５ 研究授業などを積極的に推進すると同時に生徒による授業評価活動を全員で行うことにより教職員個々の授業 

の更なる向上を図り、学校全体の教育力を高める。 

  ６ 教育目標や種々の研修会などの情報の共有化を図り、総合学科高校としての魅力ある教育活動を推進する。 
 
３ 本年度の取組計画及び自己評価 

領
域 

具体的な取組計画［平成２２年４月 記入］ 取組状況の自己評価 今後 進めたい取組み 

(１) 

学
習
指
導
等 

①授業の充実 

  ・基礎・基本の確実な定着。自己実現や進路実現に必要な学力の伸張。 

   ・コミュニケーション力やプレゼンテーション力の育成。 

   ・自らの課題を設定し、調べ、考え、発見する自己教育力の向上。 

②多様な学習機会の提供 

    ・国際理解、異文化理解を深め、人に優しい人間教育を推進。 

  ・参加型・体験的な学習機会の充実。 

③総合学科リーダー校としての充実 

   ・総合学科の特質を生かして教育課程の充実を図る。 

・様々な教育実践研究を展開し、感性に響く学びの教育活動を実践。 

・自己発見能力や知的好奇心の伸張を図るべく取り組みを展開。 

④自己の進路実現に向けて最後まで諦めさせない指導の充実 

①教育力の向上に向け公開授業を行った。産業社会と人間や課

題研究をはじめ、調べ学習や発表の機会を多く取り入れるこ

とで実現した。土曜日講習、集中勉強会など授業外の講習等

に力を入れることで生徒の進路希望を実現した。  

②韓国朝鮮語、中国語、イタリア語など多様な選択科目と留学

生の受け入れ等で国際理解・異文化理解を進めた。また、産

業社会と人間を活用し、「志学」に繋がる取組みを実施した。 

③生徒のニーズに応えるべく、多様な選択科目を精査した。 

 「産業社会と人間」を核に「志学」実施に向けてプロジェク   

 トを立ち上げ準備を行った。H23 年度から 3 学期制に、H24

年度から 45 分 7限授業の実施を決定した 

④集会・面談を活用し担任団一丸となった取組みを実現した。  

①土曜日講習や集中勉強会などを更に充

実させる。 

②新教育課程を見据え、生徒のニーズにあ

った選択科目を精選するとともに、生徒

が自分の進路希望にあった科目を選択

しやすい仕組みづくりを進める。 

③公開授業など授業改善の取り組みを継

続し、職員研修の実施などで、教員一人

ひとりの授業力向上をめざす。 

④生徒の学習目標を明確にさせ、真摯に学

ぶ姿勢と雰囲気を一層向上させる。 

 

(２) 

生
徒
指
導
等 

①自己実現に向けて 

   ・集団としての規律・協力の精神を身に付けさせる。 

相手の立場に立った考え方のできる人間の育成に努める。 

・自己の個性を磨き、知性に富んだ人材の育成を図る。 

・人権尊重の精神や態度の育成に努める。 

②自治会行事の活性化 

  生徒の自主的・主体的な自治会行事等の立案・計画・実行を支援。 

③部活動の充実 

豊かな人間性や社会性を育み、集団活動の重要性を学ばせる。 

④安全で快適な教育環境の構築 

    施設設備の点検や充実、清掃の徹底。 

教育相談機能を充実させ、豊かな心の育成にも努める。 

①朝の SHR が定着し遅刻が減少して、学習に集中する環境をつ

くることができた。また、担任が生徒状況をよりよく把握す

ることができた。学年集会で生徒に訴えることにより生徒一

人ひとりに自覚を促した。 

②体育祭、文化祭をはじめ自治会は生徒主体の活動をすること

ができた。 

③多くの生徒(約 80％)が部活動に参加し、ダンス部、水球部、

ソフトテニス部などが全国大会、近畿大会に出場するなど成

果を上げるとともに、生徒の人間力を向上させている。 

④定期的な大清掃、安全点検を実施した。 

教育相談においてピアサポートの取組を継続。 

①朝の SHR を有効に活用する。 

②自主規制本来の意味を生徒に充分理解

させ自主的・主体的な活動を継続させる

とともに、服装・頭髪などで自主規制を

はみ出した生徒には粘り強い指導を行

う。 

③部活動を更に奨励し、人間力向上をめざ

す。 

④ピアサポートの取組を継続していく。 

⑤規則正しい生活習慣を確立させ、向上心

を醸成することにより、自学自習の習慣

を育成する。 

(３) 

学
校
運
営
等 

①将来構想委員会（ビジョン 21）の活性化 

②授業を考える会、授業アンケートなど授業改善の取組。 

③学校ホームページをより活用した学校教育活動の発信 

学校説明会・学校訪問・教養講座の積極的な開催 

地域への教育力の提供など、開かれた学校づくりの取組みを強化 

④個人情報については個人情報管理内規に基づき適切に取り扱う。 

⑤災害の発生に際しては、校内体制を整備し、計画的に防災訓練を行って 

生徒・職員の安全確保に努める。 

衛生管理に関する指導を保健部を中心に指導に努める。 

⑥学校徴収金の取り扱いについて、適正に処理すること。 

⑦校内人事を円滑に効率的に進めることができるステムを構築する。 

①少人数になったビジョン 21 で、３学期制への移行、45 分 7

限授業、生徒による授業評価などに取り組むことができた。 

②12 月に生徒全員による授業評価を実施した。 

③校長だよりをはじめ学校ホームページを常に更新し、積極的

な情報発信につとめ、保護者から好評を得ている。（一日の

アクセス 400 カウントを超えている） 

 教員が分担して、中学校訪問等が円滑に実施できた。 

昨年度に引き続き、質・量ともに充実した教養講座ができた。 

④校内パソコンのウイルス対策など適切に行っている。 

⑤６月に、避難訓練を実施した。 

⑥適正に処理している。 

⑦校内人事において教員が主体的に進めるシステムを作った。 

①生徒による授業アンケートの結果を有

効に活用し授業改善の取組みを行う。 

②整備された校内LANを活用し校内連絡体

制の確立と情報の共有化を行う。 

③学校ホームページの更に充実し、双方向

の情報伝達手段として確立させる。 

(４) 
追
加
項
目 

施設及び設備の管理計画 

① 安全と清潔を保持した施設の使用法を徹底し、校内の環境を整備すると 

ともに、学校緑化等によって豊かな情操の育成に努める。 

② 現有設備が常に最良の状態で使用できるようにその保全、改善と円滑な 

運営に努める。また、生徒の公共物を大切にする態度の育成と環境美化

活動を重視して、働くことに充足感と奉仕の意義を体得させ、常に教育

効果の増進を図るよう努める。 

①清掃・安全点検を適性に実施している。 

PTA の協力を得て、中庭のベンチ等を整備し、植栽も行った。 

②アプローチ等にあるベンチの塗装を行った。 

③常に安全で快適な教育環境構築のため、教職員、生徒、保護

者が一体となって取り組むことができた。 

①PTA などの協力を得ながら一層快適な教

育環境の整備に努める。 

 
４ 学校教育自己診断における結果と分析 
［ 平成２３年 １月 実施分 ］ 

 
５ 学校協議会における提言内容 

＊実施対象（ 教職員 ・ 児童・生徒 ・ 保護者 ・ その他 ） 

 

生徒  毎年、卒業時にアンケートを行っている。 

    「総合学科で学んで良かった」肯定的回答が、90％以上 

    「他の学校にない特色がある」肯定的回答が、90％以上 

 

保護者 毎年、卒業時にアンケートを行っている。 

    「子どもが今宮高校で学んで良かった」肯定的回答が、90％以上 

    「学校の雰囲気がよく、生徒が生き生きとしていた」肯定的回答が、90％以上 

    「他の学校にない独自の教育活動にとりくんでいる」肯定的回答が、90％以上 

 

  ☆ 生徒・保護者とも、学校に対する満足度は非常に高い。 

＊実施日 第１回（6 月 12 日）第２回（11月 13 日） 

＊委員構成 升田文郎（大阪市立日本橋中学校校長） 

      山本英夫（戎橋筋商店街振興会、活性化事業統括部長） 

橋本幸司（ECC 予備校布施校）、三村恵造（同窓会会長） 

    伊佐木順子（今宮高校 PTA）、藤井真弓（今宮高校 PTA）） 

＊ 内 容  

第 1 回 様々な取り組みをされていると思う。指導計画をさらに煮詰めて、 

満足した進路結果が得られるようにして欲しい。 

第 2回 年々生徒の様子がよくなってきている。改革がさらに高いレベルの 

学校になっていくことを期待する。 

志学の取組は商店街でも行っている様々な取り組みと通じる所が 

あり、学校の「志学」授業で人材派遣に協力する用意はできる。 

 

別添２ 
府立  今 宮 高等学校 

校長   糀   秀 章 

 

平成２３年３月２３日   


